
授業科目名 応用生涯スポーツ学特殊研究演習 授業形態 演習 授業科目区分 専門科目
(ｽﾎﾟｰﾂ文化･社会科学
)

担当教員名 　宮地　元彦 補助担当者名

単位数 2　単位 履修年次 － 受け入れ人数 －

授業の概要
及び達成目標

応用生涯スポーツ研究を遂行するためには人文科学ならびに自然科学の両方の手法を活用する必要がある。したがって、研究を遂行するためには技術や
知識だけでなく、交渉力や課題可決能力が求められる。本研究演習では、受講生が研究を完遂ために必要な手法を教授する。

成績評価の方法 □学期末試験の成績（　％）　■出席状況（20％）　■授業への取組み状況（40％）
■レポート等の提出状況（40％）　を総合的に評価する。

成績評価の基準 （具体的に記入）
学術誌に投稿することができる水準の原著論文を執筆することができる。

テキスト、教材
参　考　書

履修条件・
関連科目

備考(教員メッ
セージ含む)

研究データの収集のためのフィールドワークや実験と分析
に情熱を傾けることができる学生の受講を希望する。

オフィス・アワー

授業計画

回 担当教員名 授業内容 授業時間外の指導等
　(予習、復習、ﾚﾎﾟｰﾄ等課題の指示)

1 宮地　元彦 生涯スポーツ研究で用いる研究技術と手法

2 〃 研究課題の検討と決定

3 〃 フィールドワーク１

4 〃 フィールドワーク２

5 〃 フィールドワーク３

6 〃 フィールドワーク４

7 〃 実験とデータ分析１

8 〃 実験とデータ分析２

9 〃 実験とデータ分析３

10 〃 実験とデータ分析４

11 〃 論文草稿執筆１

12 〃 論文草稿執筆２

13 〃 論文草稿執筆３

14 〃 論文校閲と投稿

15 〃 査読対応と修正

16 〃 総括
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